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有終西小学校保護者説明会

日時：令和 5年 10 月 12 日（木）午後 7時～8時 30 分

場所：有終西小学校ランチルーム

参加者：有終西小学校保護者 18 名（⑥11名 ⑤4名 ④2名 ③1名 ②1名 ①1名）

※きょうだいの関係で合計数は合わない。

（１）通学区域審議会からの答申について事務局から説明

（２）保護者からの主な意見

主な意見等

・答申の中に有終西小学校の児童は全員

開成中学校に行くのが望ましいと出てい

るが、これは決定か。

・今回の内容は子どもに大きく関わって

くるが、審議会が開催されている中で、保

護者や子どもたちに一切話がなかった。

・審議会委員の中に、なぜ当事者である有

終西小学校の校長先生やＰＴＡ会長が入

らなかったのか。

・なぜ、来年４月から全員が開成中学校に

行かなければいけないのか。有終東小学

校はまだそのような話が進んでいないの

に、なぜ有終西小学校だけ決める必要が

あるのか。

・二つに分かれるのがかわいそうだとい

う気持ちも分かる。ただ、自分は陽明中学

校へ行くということを楽しみにしながら

頑張っている子どもたちに、来年４月か

ら急に進学先が変わったと伝えたらショ

ックを受けている子もいる。説明の時期

が遅すぎるのではないか。

・この答申に沿って方針を決定していくことにな

るので、大きい変更は考えていない。

・審議会を開催する前(6/1)に、意見を十分聞くつ

もりで保護者対象の意見交換会を開催している。

・委員には当事者の方々より各地域の方々にお願

いした。会議の中で、有終西小学校の校長先生と

ＰＴＡ会長に意見を言っていただく機会を設け

た。

・有終西小学校保護者からのアンケートの結果を

いただき、なるべく早く通学区域についての方向

を決めてあげたいと考え、審議会を立ち上げ検討

した。有終東小学校の校区についても、検討して

いかなければいけないと考えている。

・説明する期間をなるべく長くとりたいと思い、

半年前には結論を出せるように最速で取り組ん

できた。様々な事案については、個別の事案とし

てしっかりと相談していただきたいと考えてい

る。
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※補足 説明会終了後に２名の保護者から「開成中学校へ進学したい」旨の相談があった。

・中学校の再編を決める時も教育長はか

なり対話をしてくれて２校にまとまっ

た。もう少し対話を続けて、２，３年後と

いうところに落ち着かなかったのか。

・全員が陽明中学校に行くという選択は

ないのか。

・子どもたちの意見も聞いてもらいたか

った。

・この大きな課題について、あまりにも急

スピードで進むことが受け入れられな

い。

・来年、有終西小学校に入学する子に、入

学する時から進学先の中学校を説明して

行けば納得すると思う。

・令和８年度でも令和１０年度でも、その

時に不都合が出てくる保護者はいると思

うが、それは致し方ない。この半年間で決

められるよりはまだ納得できる。

・開成中学校の自転車通学は何㎞から可

能か。京福バスの利用は可能か。

・令和６年４月から校区を変更するとい

う時期に関しては、また話し合っていた

だけるか。

・中学校の新体制が整う時に合わせて流れが作れ

たら一番良いのではないかと考えた。

・中学校が２校になり、２校が平等な教育が受け

られるようにと考えると、学校規模も大きな要素

になってくる。全員が陽明中学校へ行くとなる

と、片方だけが増えてしまうので、この選択とな

った。

・校区の問題は大きい課題であり、大人が責任を

持って決めていく必要があると考えている。

・もう少し猶予があった方がいいということか。

皆さんが納得できるような時期というとどのく

らいの期間が妥当か。

・令和８年度に小学校の再編がある。あまり時間

を置かずに進めたいので、何かのタイミングでと

考えると、令和８年度ならまだ少し時間があると

思うがいかがか。

・時期が拙速すぎるという意見が強いかと思う。

・１.５㎞である。市内循環バスは検討の余地があ

ると考える。

・将来的にもこちらの方が良いと思えるように考

えたいので、反対意見の方が何名かいらっしゃる

中で強行はできないと思っている。本日の意見は

しっかり受け止めさせていただきたい。


